
T O P I C S

長野県作業療法士会  事業部長
特定非営利活動法人 未来の風
療育センターらいふ  作業療法士

伴　純一

講座前半の講義…皆さん、熱心に耳を傾けておら
れます

講座後半の話し合い…参加者は小グループに分かれ、講師も交えて語り
合います。互いの思いに触れ、新たな視点や気付きを得る機会です

講座の案内を県内の市町村・福祉施設・学校等に送付しています

「福祉機器展inうえだ」に出展しました
　からだの機能が低下したお年寄りや障がいのある方の
生活を便利にするための用具・機器を福祉機器と言いま
す。今回福祉機器を各種展示して、利用する人の自立支
援や介護する人の負担軽減を目指す目的で「福祉機器展
inうえだ」が2018年12月12日、13日に上田市の上田
創造館にて開催されました。2日間で約400名の方に足
を運んでいただきました。このイベントは上田市主催によ
るもので、長野県作業療法士会は理学療法士、言語聴
覚士と一緒にミニ講座、常設コーナーでは作業体験、相
談を実施しました。
　作業療法士はミニ講座では、入浴動作、段差昇降の日
常生活動作に対して、身体機能の低下に合わせ、環境の
特徴や危なさを理解してもらい、より安全に動作が行え
るための方法や福祉機器の特徴や選ぶ時のポイント、日々
新しくなっているベッドやコミュニケーションが不自由な方
にスマートフォンやタブレットのアプリケーション、機器の
使用方法の紹介、認知症やパーキンソン病の疾患の特徴
と特徴に合わせた福祉機器の提案を行いました。また福
祉機器だけでなく、健康寿命の延伸に向けた食事摂取や
栄養、また尿失禁による生活の質の低下を防ぐための体
操等を提示し、実際に身体の評価や体操を行いました。
　常設コーナーでは作業療法士数名で作業体験や身体、
生活の困り事に対する相談対応を行いました。作業体験
は「ちょこん」という愛称で私の職場で親しまれている、
靴下工場で出る廃材を材料とした作業活動を行いました。

糸としては太く伸びて手編みに適しており、また色も種類
があり、選びながら作る楽しみを体験してもらい、作業
に没頭する中で作業療法の一部を体験して頂き、関心を
持って頂きました。 
　また今回は高校生の参加が多数あり、特に今後医療や
福祉に関係のある職に就いたり、進学する学生が多かっ
たため、作業体験を行いながら具体的な作業療法士の仕
事内容や、魅力を伝えたり、実際に高校生の見学を受け
付けている事など県士会事業の説明を行いました。
　今回の福祉機器展では福祉機器の紹介だけでなく、技
術や知識も地域住民に還元する事が出来ました。また今
回は若い世代に対し、作業療法の仕事・魅力を知っても
らう事が出来、とても有意義でした。
　今後は地域の方にもっと関心、理解を持ってもらい、
医療・福祉を身近に感じてもらう事で、福祉機器の利用
だけでなく、リハビリテーションの知識・技術を自身の生
活課題を解決する能力への応用、みんなで支え合う地域
づくりの構築にも繋がっていくと考えると、開催を手伝わ
せていただいている側としても非常にやりがいがありま
す。
　今後こういった地域の方々と直接やりとりが出来る場
面の中で、作業療法やリハビリテーション技術・知識を
知ってもらう機会を他職種とともに、自分達で増やしてい
く事も大事だと考えます。そういった場で新たに地域に根
ざした作業療法の展開が出来ればと考えます。

トピックスはイベント情報やニュースなどを紹介するコーナーです！

今号の表紙　「ビジョントレーニングの様子」

　表紙の写真は「ビジョントレーニング」という、見る力を鍛える練習を行っている様子
で、頭を動かさず、目だけで数字を順番に探していく課題を行っています。見ることの苦
手さが、音読での行とばしや書き間違いの多さ、球技の苦手さなど、不注意や学習困難、
運動の苦手さにつながることもあります。
　好きなキャラクターの絵を用いることで、やる気も上がります。
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表1：2019年度  市民公開講座  テーマ設定

※10月の塩尻市での講座は台風による荒天のため中止といたしました

時期・場所

８月：飯島町

９月：長野市

10月：塩尻市

講座名
認知症

発達（基礎編）
発達（実践編）
肢体不自由
合同企画
精神障害
発達（専門編）

認知症のある方の生活を豊かにするヒント
発達の気になる子のどもの特性
発達しょうがいの理解と支援
自己表現への支援　
事例を通して支援について考えてみませんか？
子どもから大人までの依存症の理解と支援
発達障害をもつ子どもたちの感覚特性と感覚統合の視点での支援

講座テーマ
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講
座

表1：2019年度  市民公開講座  テーマ設定

※10月の塩尻市での講座は台風による荒天のため中止といたしました

時期・場所

８月：飯島町

９月：長野市

10月：塩尻市

講座名
認知症

発達（基礎編）
発達（実践編）
肢体不自由
合同企画
精神障害
発達（専門編）

認知症のある方の生活を豊かにするヒント
発達の気になる子のどもの特性
発達しょうがいの理解と支援
自己表現への支援　
事例を通して支援について考えてみませんか？
子どもから大人までの依存症の理解と支援
発達障害をもつ子どもたちの感覚特性と感覚統合の視点での支援

講座テーマ
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